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◆　夏本番．ゆで時間わずか 1 分という手軽さか
ら，素麺ばかり食べています．氷で冷やした麺に，
その日の気分に合わせた具材や薬味（納豆，キム
チ，梅干し，きざみ海苔，ネギ，すだち，柚子胡
椒などなど……）をあわせて，週 2 ペースで楽し
んでいます．主菜は冷しゃぶと焼き鳥のローテー
ションです．
◆　群馬県の公式キャラクター「ぐんまちゃん」
のファンになって 2 年ほど経ちました．9 月末ま
での間，昨年に続き今年もJR高崎駅がぐんまちゃ
ん一色に染まる「ぐんまちゃん高崎駅ジャック」
が開催されており，行きたくてたまりません．高
崎パスタも味わいたいです． （湯本）
◆　今月の表紙はオポッサムです．有袋類に属す
るこの愛らしい動物の特徴の一つに，捕食者から
身を守るために行う「死んだふり」があります．
死臭のような臭いまで出すというプロ顔負けの演
技力を，ぜひ一度見てみたいです．
◆　野外シネマへ行ってきました．開放的な空気
のなか足を投げ出しながらリラックスして観る映
画は格別で，映画館ではあまりしない飲食を気兼
ねなく楽しめることもイチオシのポイントです．
音楽ドキュメンタリーはそれほど刺さりませんで
したが，普段は観ないジャンルの映画に出会える
ことも醍醐味の一つだと思います． （川岸）
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在宅輸血のいろは
―現状と課題をおさえる
1．わが国における在宅輸血の現状と課題
2．在宅輸血の基本

1）在宅医療における輸血
2）輸血検査
3）輸血用血液の保管・搬送
4）輸血実施・患者観察・副反応対策
（1）看護師の視点から（輸血実施・患者観察）
（2）医師の視点から（副反応対策）

3．�それぞれの立場からみた在宅輸血の�
現状と課題
1）血液センターの立場から
2）日本輸血・細胞治療学会の立場から
3）在宅医療機関の立場から
（1）恵泉クリニックでの現状と課題
（2）やまおか在宅クリニックでの現状と課題
4）連携医療機関の立場から
（1）多摩地域での現状と課題
（2）聖マリアンナ医科大学病院での現状と課題
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